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2019年度 第１回  
全国健康保険協会熊本支部評議会 

開催日時：令和元年６月１３日（木） １０：００～１２：００ 

開催場所：協会けんぽ熊本支部会議室（水前寺センタービル２階） 

資料１ 
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議事次第 

【議 題】 

1. 2019年度熊本支部運営方針及び事業実施に向けた各グループの具体的
施策について  

2. 2019年度広報計画について 

 

【その他】 

①．連携協定について 

②．2017年度支部別スコアリングレポートについて 

 

【次回評議会について】 
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【議題１】 
 
2019年度 熊本支部運営方針及び事業実施に
向けた各グループの具体的施策について 
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 2019年度 熊本支部運営方針 
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•  平成３１年度は、平成３０年度からスタートした第４期アクションプラン及び第２期データヘルス計
画について、各取組を着実に実施することにより、保険者機能の発揮を確実なものとすることが求めら
れる年度である。その役割等については、①基盤的保険者機能、②戦略的保険者機能、③組織体
制の強化の３つに分類した上で、それぞれ目的、目標（ＫＰＩ等）を定める。 

 

【目的・目標】 

 基盤的保険者機能を盤石なものとするため、現金給付等の業務の標準化・簡素化・効率化を徹底す
る。 

 併せて、日々の業務量の多寡や優先度に応じた柔軟な業務処理体制を構築（山崩し方式による事
務処理体制の定着化）し、業務の生産性を向上させるとともに、次期システム構想を見据えた業務処理
体制の見直しを進める。 

 

【主な重点施策】 

●現金給付の適正化の推進、効果的なレセプト点検の推進 

●新規返納金債権の発生防止のための保険証回収強化、債権回収業務の推進 

●業務改革の推進に向けた取組 

（１）基盤的保険者機能 
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【目的・目標】 

 戦略的保険者機能の発揮をより確実なものとするため、第４期保険者機能強化アクションプラン、第2期保健事業
実施計画（データヘルス計画）に基づく取組を着実に実施するとともに、ビックデータを活用するなどして、将来を見据
えた戦略的な対応を検討する。 

【主な重点施策】 

●ビックデータを活用した個人・事業所単位での健康・医療データの提供 

●データ分析に基づいた第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施 

  ⅰ） 特定健診受診率・事業者健診データ取得率の向上  ⅱ）特定保健指導の実施率の向上 

  ⅲ）重症化予防対策の推進                   ⅳ）コラボヘルスの推進 

●ジェネリック医薬品の使用促進 

●地域の医療提供体制への働きかけや医療保険制度改正等に向けた意見発信 

 

  
【目的・目標】 

 保険者機能の基盤となる組織体制について、標準人員に基づき人的資源の最適配分を行うとともに、OJTを中心に
据えた各種研修の充実により、自ら育ち組織を変えていける人材を育成する。また、内部統制の強化及びシステム運
営の強化を行う。 

【主な重点施策】 
●人事制度の適正な運用と標準人員に基づく人員配置 
●ＯＪＴを中心とした人材育成 
●内部統制の強化に向けた取組 
●システム関連の取組（人事給与システム、財務会計システム刷新） 

（２）戦略的保険者機能 

（３）組織体制関係 
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＜企画総務グループ＞ 
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①戦略的保険者機能と組織体制の強化 

 戦略的保険者機能強化 

地域医療への意見発信 
・地域医療構想調整会議 
・保険者協議会 
・国保運営協議会  ほか 

 

ジェネリック使用促進 
・ポスター医療機関等へ配付 
・Ｇｅツールによる医療機関等への協力依頼 
・ＧＩＳ等で分析→ターゲットを絞った勧奨 

効果的な広報の実施 
・理解度調査に基づく戦略的な広報 
・インセンティブ制度の丁寧な周知 
・ヘルスリテラシーの醸成 

 組織体制の強化 

業務改革・コスト削減 
・標準人員を意識した更なる事務効率化 
・仕様書の改善による適正調達の推進 
・超過勤務削減・有給取得促進 

 

人材育成による組織力 
・新たな研修によるスキルアップ 
・ＯＪＴの実施 
・自ら育つという風土の醸成 

コラボヘルス 
・関係団体と連携し宣言事業所の拡大 
・宣言事業所のフォローアップ 
・新たな連携先の模索 

 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

8 

企画総務グループ② 

平成３１年１月診療分 ： ７７．９％（医科、ＤＰＣ、歯科、調剤レセプト） （全国平均76.0%） 

※骨太方針2017で目標として掲げられている使用割合は、医薬品販売業者から医療機関・薬局に販売された数量を対象としてい

ることから、集計対象を調剤レセプトから医科、ＤＰＣ、歯科、調剤レセプトへ変更（調剤レセプトベース：80.7%、Ｈ31.1） 

熊本支部の使用状況 熊本支部の使用状況 

②ジェネリック医薬品の使用促進 

 本部から提供される各種ツールの活用（地域別の強み弱みを見える化し取り組むべき課題の把握、影響度の大きい医療機

関の確認、個別の医療機関にピンポイントの働きかけ） 

 支部課題の把握から、使用促進に向けた計画と実行 

使用促進に向けた取り組み 使用促進に向けた取り組み 

ツールの概要 活用方法 

ジェネリクカルテ 地域別の強みや弱みを偏差値とし影響度で見える化 課題の把握、対策検討など 

データブック 
集計単位（都道府県、二次医療圏など）別、指標
（年代等）の状況を図表などで表したデータ集 

ジェネリックカルテで把握した課題を深
堀分析など 

医療機関・薬局向けの 
情報提供ツール 

個別医療機関ごとのジェネリック医薬品使用割合や地
域での立ち位置等を見える化 

個別医療機関にピンポイントでジェネ
リック医薬品使用促進の働きかけ 

提供されているツール 提供されているツール 

別添１ 
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•一般名処方がやや低い傾向 

•使用率が低い地域（市区町村）がある 

•年代別では、全国平均を下回る年代がある 

•使用割合が低い医療機関等がある 

企画総務グループ② 

使用促進に向けた施策 使用促進に向けた施策 

一般名による処方を推進 

使用割合が低く人口が多い地域を重点に広報 

使用割合が低い年代に的を絞り広報 

影響率が大きい医療機関等への働きかけ 

課

題

 

課

題

 

対

策

 

対

策

 

熊本支部の課題と対策 熊本支部の課題と対策 

対象 具体的施策 

加入者・事業所への施策 
 広報ツール（広報誌、チラシ、メルマガ）による広報 
 各種説明会・セミナー等での啓発、希望シールの配布 
 医療機関・薬局でのポスター掲示による周知広報 

個別の加入者への施策 
 （本部実施）軽減額通知事業 
 使用割合が低い年代を対象にＤＭによる啓発事業 

医療機関に対する施策 
 医療機関向けの情報提供ツールを活用した情報提供 
 影響率の大きい医療機関を訪問し一般名処方の推進依頼 

調剤薬局に対する施策 
 医療機関向けの情報提供ツールを活用した情報提供 
 影響率の大きい薬局を訪問し、ジェネリックの使用促進依頼 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

10 

健康宣言 
 

目標 1,500社
突破！！ 

健康宣言 
 

目標 1,500社
突破！！ 

＜行政・経済団体連携＞ ＜業界団体＞ 

フォローアップ フォローアップ ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ ヘルスター認定2019 健康経営優良法人2020 

熊本県・熊本市・合志市 
熊本県商工会議所連合会 
熊本県商工会連合会 
熊本県中小企業団体中央会 
熊本労働局 
宇土市・宇土市商工会 
熊本県中小企業家同友会 

熊本県トラック協会 
熊本県建築協会 
熊本県建設業協会 

（目標申込事業所 80社） 

“健康経営元年” “健康経営元年” 

＜新規宣言時＞ ＜宣言後＞ 

規模別に事業所訪問
等による取り組み開始
のサポート 

外部委託による健康セミ
ナーの実施 
 
（目標 100社） 

③コラボヘルス 

企画総務グループ③ 
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＜保健グループ＞ 
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◆第2期データヘルス計画に基づく保健事業の推進 

保健グループ① 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

13 

保健グループ② 

平成３１年度数値目標 
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健診受診率向上に向けた取り組み 

 生活習慣病予防健診受診勧奨および事業者健診データ取得促進 

①健診推進費の活用による受診率の向上‥‥28機関と覚書締結 

 目標を達成した機関に（増加率5%、7.5%、10%）健診推進経費を支払う。 

②事業所訪問による勧奨 

 協定先業界団体や健康宣言事業所等の中からターゲットを絞り、訪問による事業者健診データの 

 提出勧奨および生活習慣病予防健診への切替を促す。 

③業務委託による事業者健診データの提出勧奨および生活習慣病予防健診受診勧奨 

④被保険者個人への案内による生活習慣病予防健診受診勧奨 

 小規模事業所に勤務する被保険者を対象とした集団健診を実施（土日を含む開催日の拡大） 

 被扶養者の特定健診受診率向上に向けた施策 

①協会けんぽ主催集団健診実施 

 オプショナル健診付の集団健診を県内各地で実施（上期：熊本市内 下期：県内全域） 

 案内文書をリニューアルし、開催場所、開催時期に合わせてコンスタントに送付する。 

②特定健診対象者リストの送付 

 被扶養者状況リストの送付時期に合わせ、特定健診対象者リストと受診勧奨文書を送付し、事業主 

 からの受診勧奨を依頼する。 

インセンティブ項目 
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特定保健指導実施率向上に向けた取り組み 

 協会けんぽ保健師・管理栄養士による実施 

①対象者の多い事業所および健康宣言事業所について、過去の交渉実績や事業所データより優先順位 

 をつけ、訪問による特定保健指導利用勧奨を実施する。 

②効率的な訪問計画の策定と初回面談実施数の進捗管理 

 過去の受入れ状況や健康宣言の有無等の情報により対象事業所を分析し、効率的な案内、訪問計画 

 策定に繋げる。 

 特定保健指導委託機関（34機関）による実施 

①委託料単価の引き上げと保健指導推進経費（報奨金）の導入 

 委託料単価について積極的支援・動機づけ支援いずれも昨年度より3,000円ＵＰ 

 今年度の実施数が一定数以上の場合、保健指導推進経費（報奨金）を支払う。 

②健診当日実施の推進 

 後日実施困難な事業所（運輸業、製造ライン従事者等）を選定し、委託機関に実施を依頼 

 被扶養者の特定保健指導 

①協会けんぽ主催集団健診当日の特定保健指導の実施  

②定期的な集団セミナーの実施 

インセンティブ項目 
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特定保健指導対象者の減少率向上にむけた取り組み 

 保健師・管理栄養士による事業所とのコラボヘルス 

①健康宣言事業所および代謝リスクの高い事業所を対象として、事業所担当者と連携したコラボヘルス 

 を実施する。1つの事業所に対し、特定保健指導・リスク保有者への健康相談などのハイリスクアプ 

 ローチとセミナーや職場環境に関する提案などのポピュレーションアプローチを併せて行う。 

  

 

 

 要治療域者に対する受診勧奨 

 ★受診勧奨後３ヶ月以内の医療機関受診者の割合を評価 

①事業所に対して事業内容を周知するとともに、事業所側からの受診勧奨を依頼  

②業務委託による受診勧奨 

③健診結果より腎症リスクが疑われる対象者に対して受診勧奨を実施する。 

 糖尿病性腎症治療中者を対象とした生活指導プログラムの実施 

①レセプトデータ及び健診結果データを分析し、対象者の優先順位をつける。 

②医療機関を訪問し、事業内容の説明、協力依頼を行うことで参加率向上に繋げる。 

インセンティブ項目 

重症化予防対策の推進 

インセンティブ項目 
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＜業務グループ＞ 
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決裁者（Ｇ長） 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

確認者 

確認者 

ＳＳ申請 非ＳＳ申請 

確認者 

確認者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

確認者 

適用 

審査者 

審査者 

審査者 

決裁者（Ｇ長補佐） 

確認者 

適用 

審査者 

審査者 

給付チーム 

確認者 

確認者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

決裁者（Ｇ長補佐） 

給付・適用 

確認者 

確認者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

審査者 

主任 

主任 

業務Ｇ審査体制の変遷 

平成３０年４月 平成２９年４月 平成３１年４月 

部長・グループ長 部長・グループ長 部長 

《山崩し審査の考え方》 

SS 非SS 適用 

A 20 10 5 

B 20 5 10 

C 10 20 5 

D 10 5 20 

E 5 20 10 

F 5 10 20 

SS 非SS 適用 

一日の審査すべき件数 100 100 100 

担当者 A・B C・E D・F 

審査必要時間 2.5ｈ 2.5ｈ 2.5ｈ 

SS 非SS 適用 

一日の審査すべき件数 100 100 100 

担当者 E・F B・D A・C 

審査必要時間 10ｈ 10ｈ 10ｈ 

申請種別毎1ｈあたり審査 
可能件数（スキルレベル） 

審査必要時間 
その差４倍 

《問題点》 

担当者の組み合わせ
次第で事務進捗に差が
出てしまう。 

《改善策》 

各個人の審査スキルの向上（苦手
の克服） 
・全ての申請書の審査経験を積む 

・勉強会などで情報共有や苦手な分
野の克服をする。 
 

スケジュール例 SS 非SS 適用 

8:30～10：30 A  B  C  F E D  

10：30～12：15 A  B  F C  E D 

13：00～15：00 B A  C D E F 

15：00～17：15 A  B  C  E D F   

240件 290件 260件 

柔整・保険者間調整 
（部分的山崩し） 

※人事異動でのグループ全体のパフォーマンス低下の防止も目的 
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各種情報発信 

戦略的 
保険者機能 

協会けんぽ 
企画部門 
保健部門 

審査者 

確認者 

決裁者 

給
付 

適
用 

部長・グループ長 

・業務量の精査・職員の能力の把握 
・業務量の多寡に応じた処理体制指示 
・進捗管理 
・専門的スキル向上のＯＪＴ実施 

 
   

協会けんぽ加入者 
  各関係団体 
  県・市町村 
  報道機関等 

保険者機能の
軸足の移動 

サービス提供 

サービス
提供 

業務の標準化・効率化・簡素化 
「統一ルールの徹底」「山崩し方式」 

日常のＯＪＴ実施 

日常のＯＪＴ実施 

基盤的保険者機能 営業力 
向上 

スキル向上 
スピード向上 

スキル向上 
指導能力向上 

（生産性の向上） （生産性の向上） 
次の目標 

時期システム構
想を見据えた業
務部門のグランド
デザイン 

（限認証の利用促進） 

医療機関 

【業務グループ重点施策】 

・基盤的保険者機能の確実な実施 
・業務改革検討プロジェクトの推進 
 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

20 

業務グループ③ 

 ～現金給付適正化の推進～ 
・傷手、出手審査の強化 
（立入検査・取得記録の疑義） 
・併給調整の徹底（傷手と年金・労災） 
・柔整照会業務の強化 
 （長期施術者への取り組み） 
 （面接確認委員会の設置） 
・療養費（あんま、はり・きゅう）審査強化 
 （受領委任制度導入に伴う厚生局への情報提供） 

～保険料上昇の抑制～ 
・保険証の回収強化 
   喪失後受診の減少 

・被扶養者資格再確認 
   高齢者医療への適正な拠出 

～サービス水準の向上～ 
・お客様満足度の向上への取り組み 
  お客様満足度調査の活用 

・ＳＳ100%達成 
・限度額適用認定証の利用促進 
（KPI:高額療養費に占める利用率86%以上） 
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＜レセプトグループ＞ 
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レセプトグループ① 

• 加入者の資格があるか→→資格のないレセプトは医療機関へ返す  

資格をチェック！【資格点検効果額】 

• 業務災害・通勤災害ではないか→→レセプトを医療機関へ返す 

• 交通事故等第三者によるものではないか→→届をきちんと出してもらい、     
加害者へ求償する 

外傷理由をチェック！【外傷点検効果額】 

• 保険診療の算定ルールに基づいて正しく請求されているか、過剰な請求になって
いないか→→疑義がある場合は支払基金への再審査を申し出る 

内容をチェック！【内容点検効果額】 

22 

加入者の皆様からお預かりする保険料を適正に運用するため、医療機関から請求されたレセプト 
（診療報酬明細書）を点検し医療費の支出を抑えるとともに、誤って使われた医療費を回収する。 

喪失後受診による返納金や損保会社等への求償（損害賠償請求）を債権チームで担う 喪失後受診による返納金や損保会社等への求償（損害賠償請求）を債権チームで担う 

レセプトとは？ 
患者が受けた保険診療について、医療機関
が保険者に請求する医療報酬の明細書 
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レセプトグループ② 
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※支部業績評価ポイント 

・診療内容査定率 

・債権回収率の向上 

・債権回収手段として保険者間調整の積極的な活用 

・債権発生防止のための保険証回収の取組み 

（１）資格点検・外傷点検の効果的な実施 
   【基本方針】 点検手順書による統一的な事務処理を徹底し、効率的、効果的な点検を実施する。 
 
（２）内容点検業務の強化 
   【基本方針】 行動計画に基づき、システムを最大限活用した点検を実施し、さらなる効果額の向上を目指す。 
 ≪ＫＰＩ 社会保険診療報酬支払基金と合算したレセプト点検の査定率を前年度以上とする≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行動計画
の実施徹

底 

進捗管理
の徹底 

本部及び
点検専門
業者によ
る研修 

支払基金
との連携 

  内容点検強化の重点施策 
医療機関 

社会保険診療
報酬支払基金 

保険者 
協会けんぽ 

審査、支払い事務 
（１次審査） 

医療費の請求 レセプト 

審査 
（2次審査） 

委託費 診療報酬 

（３）保険証回収の強化および債権管理回収の推進  
   【基本方針】 ・保険証の一次回収催告をさらに早期化することで、喪失後受診による返納金の発生防止を強化する。 
     ≪ＫＰＩ 日本年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月以内の保険証回収率を９６．０％とする≫ 
   ・返納金催告の効率的な実施、保険者間調整や法的手続きを積極的に活用し、債権管理回収業務を推進する。 
     ≪ＫＰＩ ①返納金債権（資格喪失後受診にかかるものに限る）の回収率を対前年度以上とする≫ 
     ≪ＫＰＩ ②医療給付費総額に占める資格喪失後受診に伴う返納金の割合を対前年度以下とする≫ 
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【議題２】 
 
2019年度広報計画について 
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2019年度広報計画について 

＜加入者理解度調査方法＞ 
 協会本部において、WEBによりアンケート調査を実施（平成30年12月初旬） 

＜アンケート対象者・調査数＞   
  被保険者：100人（熊本支部）  
  被扶養者：  50人（熊本支部）  
  事業主 ：150人（全支部） 

＜アンケート内容＞   

質問項目 主なアンケート項目 

保険料に関する認知 
問１ 保険料率等に関する認知（７項目） 
問２ 医療保険の財源や使途等に関する認知（３項目） 

現金給付に関する認知 問３ 現金給付等の認知（６項目） 

健診・保健指導 
問５ 生活習慣病予防健診・特定健康診査の内容認知（１項目） 
問６ 協会けんぽの健診に関する内容認知（７項目） 
問７ 協会けんぽの健診に関する取組認知（３項目） 

協会けんぽの取組等 

問９ 医療保険に関する事柄や協会けんぽの取組認知（１８項目） 
・マイナンバー・健康保険の任意継続・コラボヘルス 
・第三者行為による傷病届ほか・医療費通知・ジェネリック医薬品 
・インセンティブ制度 

医療のかかり方 問10 医療のかかり方の内容に関する認知（４項目） 

※問４、８は複数選択による項目 

平成30年度加入者理解度調査の概要 
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2019年度広報計画について 

理解度調査結果から見えた熊本支部の課題 

 ほとんどの項目で、熊本支部の理解度は全国平均を上回っている。しかしながら、支部の31年度事業計画の理解

率ＫＰＩ※を下回る項目も多くあることから、次の２点を広報の重点項目として位置づけ広報計画を策定。 

【重点項目】  ①理解率が３０％以下の項目   ②全国平均よりも理解率が低い項目 

重点項目 

項目 課題（理解率が低い内容） 対策 

① 保険料率 保険料率の見直し、赤字構造の保険財政、支出の内訳（給付金・
拠出金）、支部の保険料率、保険料は折半負担、介護保険料率は
全支部共通 

保険料単独の広報ではなく、保険料率の踏ま
えて医療費上昇等を絡めた行動変容につなが
る広報 

② 健診項目 経年的な健康状態の変化を確認することができる、被扶養者健診費
用の協会補助、重症化予防の受診勧奨、被扶養者の特定保健指
導、健診結果の通知方法 

生活習慣病予防健診、特定健診の受診勧奨
は例年どおり行いながら、健診受診後の行動変
容を促進する広報を行う 

③ コラボヘルス 健康宣言による事業主の健康経営、職場での健康宣言、健康宣言
による各種優遇、保険料率のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ制度、事業所カルテ 

ヘルスター認定2019や健康経営優良法人認
定の取り組みとともに、表彰された事業所の紹
介や具体的な取り組みを広報することで、自社
への健康経営へ反映させるような広報を行う 

④ 医療のかかり方 時間外診療は割増料金、ハシゴ受診は経済的・身体的負担増、紹
介状なしの大病院受診時は特別料金が加算、小児救急電話相談 

加入者のヘルスリテラシーを身につけるために、
被保険者目線での医療のかかり方の広報だけ
でなく、医師等からの目線を踏まえた効果的な
広報を行う ⑤ 協会けんぽの事業面 ジェネリック医薬品の使用割合、交通事故等の第三者行為の際の届

出 
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•健康経営に取り組んでいる事業

所の紹介を広報することで自社へ

の健康経営へ反映させる広報 

• ヘルスリテラシーを身につけるた

め、医師等の目線を踏まえた

効果的な広報 

•保険料の仕組みを踏まえて

医療費上昇等を絡めた行動

変容につながる広報 

•健診受診後の行動変容を促

進する効果的な広報 

健診 
保険料

率 

コラボ 

ヘルス 

医療の 

かかり方 

 本部の「加入者理解度調査」を参考に、全支部平均より理解度が低い項目と、理解度が３０％に届いていない項
目のうち、重要度を考慮したうえで重点項目を決定。 
 媒体や時期を考慮し、ターゲットに合わせた広報を戦略的に行い、ヘルスリテラシーを高めることで、加入者・事業主の
行動変容につなげていく。 

重点
項目 
重点
項目 

事
業
主
・
社
会
保
険
事
務
担
当
者 

加 
 

 

入 
 

 

者 

ターゲット ターゲット 

基本方針 基本方針 

2019年度広報計画について 

＜手段＞ 
• 医療関係団体への協力依頼 

＜広報ツール＞ 
●ホームページ ●メールマガジン  ●広報誌（納入告知書同封チラシ・年11回発行）●スマイルけんぽ（健康保険委員向け広報誌・年4回） 
●社会保険協会発行の広報誌（「社会保険くまもと」・年6回）、●協力・連携機関への広報依頼（県トラック協会、商工団体等） 
●その他（新聞広告、経済誌への広告掲載、ポスター掲示など） 

＜手段＞ 
• 事業所の取り組み事例集の作成 

＜手段＞ 
• 連携先の情報誌等 

＜手段＞ 
• 健診案内ＤＭ 
• 公共交通機関車内アナウンス
（検討） 

広報戦略 広報戦略 
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【その他①】 
 
連携協定について 
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他業界団体との連携について 

協定日 協定先 内容・目的 

2019年 5月21日 熊本県建設業協会 健康経営の普及・促進 

2019年 4月25日 熊本県中小企業家同友会 健康経営の普及・促進 

2019年 4月  3日 
宇土市、宇土市商工会 
（三者協定） 

地域全体における健康寿命の延伸と健康経営の
取り組みを一体的に推進 

2019年 3月  4日 熊本県建築協会 健康経営の普及・促進 

＜最近の連携協定＞ 

＜協定後のコラボ＞ 

協定先 協定後の当面の活動予定 

• 県建設業協会 

• 県中小企業家同友会 

• 県建築協会 

健康宣言 
 会員事業所に健康宣言勧奨を会長・支部長の連名で実施 
 （5月：建築協会、中小企業家同友会、6月予定：建設業協会） 

イベント 
 安全大会で、健康づくりに関する講演（６月：建築協会） 
 事務担当者向けのセミナー（7月・建築協会） 

今後の 
予定 

 健康宣言エントリー状況に応じて勧奨方法を見直し 
 建設業関係者を対象とした健康相談（建設業協会・予定） 
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他業界団体との連携について 

＜協定後のコラボ＞ 

協定先 協定後の活動予定・方向性 

宇土市 
宇土市商工会 
（三者協定） 

健康宣言 

 宇土市内に所在する協会けんぽ加入事業所に対し、市長・商工会長・
支部長の三者連名文書による健康宣言の勧奨を実施 

 宇土市民及び対外に向けた市長による健康づくりの推進にかかるメッセー
ジの発信と、宇土市民自らの健康づくりへの働きかけ（提案） 

イベント 

 ウォーキング大会を共催により宇土市内において実施する（11月頃） 
 商工会主催イベント「宇土市産業祭」において健康づくり関係ブースを宇

土市と共同で設置し市民へ啓発 
 ボランティア活動の募集と活性化への働きかけ（提案） 

今後の 
予定 

 特定健診・がん検診等の協力連携 
 ジェネリック医薬品普及の啓発等、医療保険者として共通課題について

の連携 
 市民の健康づくりへのモチベーション向上のため、健康づくりポイント制度

（ポイントに応じた商品等贈呈）等の検討（提案） 
 健康づくりの視点から「うと」に暮らしているだけで健康を保つことのできる環

境整備（提案） 

地域に暮らしているだけで健康を保つ（長生きできる）街づくり 地域に暮らしているだけで健康を保つ（長生きできる）街づくり 
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【その他②】 
 
2017年度 支部別スコアリングレポートについて 
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2017年度 支部別スコアリングレポートについて 

 支部ごとの各種指標について、レーダーチャートやグラフにより、一目で見て分かるように“見える化”
した資料（別添2）  
＜掲載項目＞ 
① 特定健診受診率 
② 特定保健指導実施率 
③ 男女別の主な健診結果や問診結果から判定したリスク保有者の年齢調整割合 
④ 医療費 

 スコアリングレポートより見えた熊本の傾向 

＜特定健診受診率＞ 
被保険者・被扶養者共に全国平均並み  

＜特定保健指導実施率＞ 
被扶養者の実施率が「初回面談」「6か月評価」ともに2015年度（平成27年度）に大きく減少
（要因は現時点では不明）。その後「初回面談」の実施率は上がっているが、「6か月評価」まで至る
割合はさらに減少。 

＜リスク保有＞ 
男性・女性共通して「血圧」リスクは平均的であるものの、「代謝（血糖）」のリスクは特に高い。 

＜生活習慣＞ 
男性・女性共通して「睡眠休養」は取れているものの、「運動習慣」の改善が必要。 
食事習慣は、男女とも夕食は早い時間帯に済ませる割合が高いものの、朝食に関しては、抜く人が多
い。また、早食いの人が多い。 

男性の飲酒習慣は、一日の飲酒量は多くないものの、毎日飲む人が多い。 
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【次回評議会について】 

（開催日程） 

7月11日～22日の間に開催予定 
 
（主な議事） 

30年度決算、事業報告 


